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.iE1設な寺署警警手寄;主、小児が告章常}こ発育するために重要であり、ごすLが撚害事されると1't析を薬草ごす綴惑さ

が奪還加するため、日滋笠滋および学校生活において支獲をきたす媛滋となる。号李総議長選定の7~Jj I立、以

紛では加議舎に係う守守護の減少を最小波iことど珍ようというf践者語的方法iこ中心がおかれていた。しかし、

後滋では務年期におけるピークボーンマスを増やすことによって骨狙撃震波多若者主を約来るF凝りすら紡しよ

うという、より務事長約方法iこ移りつつある。ごのピーク;J'…ンマスをま老後する綴も数擦な凶ミfi立、送量

伝および人種であるが、 ζれらに加えて栄養図子もE重要であることは?言うまでもない。

栄養紛が蕗く、安価で一定量を容易に摂取できる牛乳は、様々な賞主主建言者を必撃をとする成長期(J)小!尽

にどってき霊童きな食品である。レトロスベクティブな研究では、中年期以降の女燃の'関'常務Jtはその人の

資少年期の牛乳摂取量と相関があると報告されている。牛乳絞取により特織ま誌が盟関tIJ]するのは、豊富

lこ含まれるカルシウム摂取量の増加が一つの原因と考えられている。

牛乳中にはカルシウムの他に、タンパク質、ペプチド、事官僚、自協事費なe*議キな俊男君治性物質が含ま

れている。牛乳中のペプチドには、成長因子やペプチドホルモンのように客数綴であるが議初から活性

塑で存夜する顕在型の生理活f生ペプチドと、乳タンパク綴の如水分燃によって派生する潜在毅の生援

活性ペプチドがある。その中で、存在の縫認されてpる;:1りしそンとして、日記炎ホルモン (GH)、プロ

ラクチン、甲状腺刺激ホルモン放ぬホルモン、上f主義uぬ縫後i羽子 (EG F)、インスワン様成条図子

(I G F)、さらに消化管ホルモン (GastricInhibitory Pep長de、So閑語tosta首n，V証soactiveIntestinal 

Peptide) t.:どがある。

骨の発育iこは、 IGFがき重喜妻で、特茶室電めにも大重量iこ話事後ずる。 1G F iこは IGF-IとIGF-

1 1とがあり、弱者ともインスワンとの織にお%の手露関伎を脅し毛後における作用法 IGF-Iの方

がき童い.IGF-IlまGHIこより好機あるいは寺誉総長rrで長安全主主替差議室され、終異的な絡会蛋白である Z

G F binding protein (1 G F B P) Iこより、その作潟会主主怒室告されている。紛議舎に斧い、 G豆、 1 G 

F-Iの盗湾総度の低下主主ゑじるとともに、す李総淡内の IGF 1主義援芝も湾緩め変化を示す。骨密度

;立、血清の IGF-I主義度との}部二五の義務総会主総められる会また、 GH分泌不全性伝身長見iこ対する

GH矯充療法iこより営主主災が総選長される際、滋lやや長誌やの符it綴マーカーは、骨形成系と'骨吸収系の

双方とも増加する。つまり、 IGF… 1 !公隊代議誌をfGJItし、脅後華道を岸壁加させる作用があると考えら

れる。
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本研究では、小児の特発符iこき投票耳な役剣をもっGH IGF*が、牛乳摂取による骨量増加作用に

いかに関与しているか告検討する目的で、牛乳の綴限状況とf守谷!ll!.'を綴登するとともに、 IGF-I

の血中濃度との相関関係を検討する。

方法

1.牛乳および乳製品主籍取釜の言語査

低身長を主訴に受診し、本研究iこ対する線によるi湾宣言:が耳文書事マ窓会小児20毛主{災!忍14名、女児韮名}

を対象とした。年菌告は、男児Sゑ7土32.1ゲ潟、女児事'2.8ニと38.6ヶ月であり、 3尊重と織のtJ窓辺主きはなかった

(p =0.1822)。対象者は全て、怒善幸滋iまラ長発タ長であった。対象緩め童話i二支まして、牛乳および撃し袋詰為の

療取状況のアンケート譲交を行った。牛乳の波紋盤i立、宝き鋭的あるいは委主校校おとにわけてllGl践して

もらい、 1遂罪喜分を総和した後、 1 B平均摂取援に主発事事したc

2.骨密度の渓1/定

管望号室主i制定;主、 QDR-l以∞(Hologic) を知いたお EXAままにて議~ 2"""禁'l4J際経E'!ll'iタ惑を争測定した。

3.必中 IGF-I濃度の澱定

重量rtIGF-Iの測定は、 IRMA法iこより行った。

結果

1.各議パラメータにおける相関関係の検討

し体絡t牛車L摂取量との関係(図 1、2) 

身長SDあるいはbodymass index (B M 1 )と 1日平均牛乳摂取設との閥に有意な相関関係は

絞められなかった(それぞれP=0.614あるいはP=O.506)。

， • • 
-

C

9

 

2

2

1

 

• ω 1.8 

-2 
-2. 2 
ω2.4 
-2、s

総合最‘
期間3，
ω321・
ω 3.4 

ωH 

m33LJ 
岱 100 200 300 報告 500 

牛乳加11詔}

Y沼 町2.6品2'ト2畠55x10伊 eχX;負号ぉ阜014

• • • • • • • 蓋 17~ 事• • 
• -.・.十一・「

mw

:

ー一・「
e
L
e
2
2
4
2
5
4
3
2
す

h
U

8

5

4

 

1

1

1

 

.・ • • -• -ー• 
暗号車 200 300 400 

牛事L在.1/8)
γ=15.59+0.001 xX ; R'=0.25 

お号 600 

E護 t和総長斉取量置と身長長Sひとの関係 霊童 2 t持L摂取震とおodymass index (BMI) 

宅
A

4

A

 



2.腰椎骨密度と牛乳摂取量との関係(図 3) 

小児期では腰椎骨密度は年齢とともに変化するため、牛乳摂取量との相関関係は、年齢別平均

骨密度から算出した骨密度 SDを用いて検討した。また、男児 3歳代の骨密度の標準値がなく算

出できないため、これに該当する者の骨密度 SDのデータは省いた。図 3に示す様に、骨密度 S

Dと牛乳摂取量との聞には、有意ではないものの弱い相関関係が認められた (p=0.058)。

3.腰椎骨密度と血清中 IGFー I値との関係(図 4) 

腰椎骨密度と血清中 IGFーI値との聞には、有意な相関関係は認められなかった (p=0.584)。
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図3 牛事L摂取量と骨密度SDとの関係

4.血中 IGF-I濃度と牛乳摂取量との

関係(図 5) 

|腰椎骨密度と血清中 IGFー I値との

聞には、弱いながらも有意な相関関係が

認められた (p=0.0494)。
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図4 骨密度SDと血中IGF-I値との関係
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図5 牛乳摂取量と血中IGF-I値との関係

1I . 1日平均牛乳摂取量200me未満群と200me以上群との比較検討(表1)

対象を 1日に平均して牛乳 l本分、すなわち200"，<2以上を摂取しない群 (A群)とする群 (B群)に

分類して比較検討を行った。内訳は、 A群 9名、 B群11名である。表 lに示すように、年齢およびB

MIにおいて両群聞に有意差は認められなかった。

また、骨密度 SDにおいては、有意差はないもののA群より B群の方が高値である傾向がみられた。

一方、血中 IGF-I濃度においては、有意にA群より B群の方が高値であった。
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表1 牛宇L領耳~j置と日MI、後譲渡、$口、邸中IGF-I灘度

年齢(ヶ月) 牛制州議("a/日)I BMI 骨密度5D 血中IGF.I(ng/.a) 

l日牛乳麻取量200ml未満群 63.8士24.8 97.8土62.2 15.3土1.06-0.501士1.094 75.2:t40.7 

i 1日牛乳摂取量2∞"，1以上群 87.3:t39.3 3山似 J1~~士1.50. O.329:t0.626 139.5土45.。

P I1謹 。‘138 く0.001 0.061lo脳 0.004 

考案

;こ(1)!密交の銭的i立、守護獲得において、ノトj尽の惨殺予ぎに幾重ぎな役察誌をもっGH-IGF系と牛乳摂

耳賞金!，通語、;こ総与しているかを検討することである。牛乳iま、綴kな栄養書官を必要とする成長期の小児

にとってき義務な食品ちであり、以前から脅の成長・総長話維持に完b~詩的マあると考えられている。過去の

の?究のなかで、中年期以降の女性の骨密度はその人の少年民自の牛乳然、取援と相関があると報告されて

いる。や撃し熊取により骨塩蜜が増加するのは、 HJ蓄に含まれるカルシウム撚取盈の増加が一つの原因

と:';!fえられている。

今闘の検討では、 f著哲程度と牛乳摂取量との悶には有君主主査はないものの弱い籾隠関係が認められた。

…定、民主主をホルモンの分泌磁の指標となる血中 IGF-I主義&とや撃し主堅持主主誌との総には、相関が認め

られなかった。この際協として、今回の対象者が20名と比絞め凝られた費支であること、対象者の年畿

の綴地主コたきいこと、会撃が警察げられる。また、牛乳淡夜景の奇書笈と潟i憾に牛乳以外の乳製品の摂取につ

いても綴畿を行ったが、大きな{麗人差iまなかった。

次;ニ、一主主擦の牛乳を淡耳立することが骨量獲得iこ彩き撃を及iますのか浅かについて検討した母牛乳液

耳支援のカットオフ{がま、パックや幸治主主分、つまり2∞必としたB その絡然、手手議室さをはないものの 1EI 

平均牛乳燃費支幾200mej長務者手より2∞d以上群の方が高値である然向がみられた。ただし、今凶のスタ

ディでは、対象労委主が絞られたものであるごと、雨i洋間の年齢差が 2A義務&あること、など検討すべ

き点も多く含んでいる必考えられるο

結論

今回の検討では、牛乳校総援と'野望者双あるL、{まGH-IGF系との問の明らかなおヌ撃の終日選法認め

られなかった。
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